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筑 波 大 学 

 
 
筑波大学 研究成果の社会還元・普及事業「ひらめき☆ときめきサイエンス 

 ～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI」の開催について 
 
 
 本学では、独立行政法人日本学術振興会（ＪＳＰＳ）からの委託事業（研究成果の社

会還元・普及事業）として、中学生・高校生を対象とした事業「ひらめき☆ときめき サ
イエンス ～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI」を昨年に引き続き、下記により開
催しますのでお知らせします。 
 本事業は、科学研究費補助金により得られた研究成果を、将来を担う子どもたちにわ

かりやすく発信し、科学の楽しさを身近に感じてもらい、心の豊かさと知的創造性を育

んでもらうことを目的としています。 
 

記 
 
 

 「ゲノムの秘密」を解き明かせ！ 

   日 時：平成１８年７月２２日（土）１０：０５～１７：００ 
   場 所：筑波大学総合研究棟A棟１階１１０講義室 
   募集対象及び人数：高校生約３０名 
   参加費：無料（昼食有） 
  参加申込：筑波大学ホームページ：http://www.tsukuba.ac.jpのイベント情報 を 
       ご覧ください 

 

 笑いの不思議～人はなぜ笑う？～ 

   日 時：平成１８年８月１日（火）１０：００～１７：００ 
   場 所：筑波大学総合研究棟D棟公開講義室 
   募集対象及び人数：中・高校生約５０名 
   参加費：無料（昼食は自己負担） 
  参加申込：筑波大学ホームページ：http://www.tsukuba.ac.jpのイベント情報 を

ご覧ください 



＜(独)日本学術振興会ＨＰより抜粋＞ 
 

 

中学生・高校生が、現在、活躍されている研究者と大学の最先端の研究成果の一端を見る、

聞く、触れることで、学術と日常生活との関わりや、科学（学術）がもつ意味に対する理解を深

めていただく機会を提供するプログラムで、平成17年度より実施しています。 

大学でみんなどんなことをしているの？ 

○○教授ってどんなことを考えているの？ 

どうしたら学者になれるの？ 

研究員の人は普段どんな研究をしているの？ 

   ・・・・・・ 

研究者がプロデュースする丸１日の体験・実験・講演などを通して、そんな疑問に答えます。 

普段はめったに見ることができない大学の研究や研究者との対話などから、科学の楽しさ、

難しさ、不思議に触れてみましょう。全国の大学が、いろいろなプログラムを用意して、大学で

行う研究に興味と関心のある中学生・高校生のご参加をお待ちしております。 

「ひらめき☆ときめき サイエンス ～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI」 
ホームページ：http://www.jsps.go.jp/hirameki/index.html 

 
 
 
■「ひらめき☆ときめき サイエンス ～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI」事業に関する 問合せ先 

◆筑波大学のプログラムに関する問合せ先 

   筑波大学研究事業部研究事業課 

TEL：029-853-2931 （ダイヤルイン） 

 

◆事業全般に関する問合せ先 

日本学術振興会研究事業部研究事業課 ひらめき☆ときめきサイエンス事務局 

TEL：03-3263-4645 

E-Mail：hirameki@jsps.go.jp 
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